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２００９年２月期２００９年２月期 中間期中間期 連結業績サマリー連結業績サマリー

○○ 連結業績は、前年同期比マイナス連結業績は、前年同期比マイナス

○○ 古本在庫の一部廃棄決定古本在庫の一部廃棄決定

新型ゲーム機の売上が好調であった前年同期の反動減により、減収減益となったものの、

アイ・カフェ事業は赤字幅縮小、EC事業の黒字定着化により、平均成長トレンドに沿った

営業利益、経常利益額を確保。

○○ アイ･カフェ、アイ･カフェ、ECEC事業ともに堅調に推移事業ともに堅調に推移

古 本市場事業古 本市場事業

アイ・カフェ事業アイ・カフェ事業

Ｅ Ｃ 事 業Ｅ Ｃ 事 業

：新型ゲーム機が好調であった前年には及ばず：新型ゲーム機が好調であった前年には及ばず 前年同期比前年同期比マイナスマイナス

：インターピアの新：インターピアの新POSPOSシステム売上計上により、営業利益はシステム売上計上により、営業利益は赤字幅縮小赤字幅縮小

：ユーブック会員数：ユーブック会員数 ７２万人突破７２万人突破 営業利益は営業利益は黒字定着黒字定着

４９

２６４

２９６

１９，７８９

07年2月期

中間期

９１９１

４５９４５９

４８３４８３

１９，７５５１９，７５５

09年2月期

中間期 対 08/2期 2Q対 07/2期 2Q

△ ３５９

△ ２９３

△ ２７６

△ １，９９２

１８６７６０連 結 営 業連 結 営 業 利 益利 益

４１４５１連結当期純連結当期純利益利益

１９５７５３連 結連 結 経 常 利 益経 常 利 益

△ ３４２１，７４７連 結連 結 売 上 高売 上 高

増 減 額08年2月期

中間期
単位：百万円単位：百万円

財務内容健全化および総資産圧縮による資産効率の向上ならびに物流センターの規模の適正

化による将来の販売管理費の低減を図ることを目的として、物流センターにある古本在庫の物流センターにある古本在庫の
一部の臨時廃棄を決定。１８２百万円の特別損失計上。一部の臨時廃棄を決定。１８２百万円の特別損失計上。
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【 連 結 営 業 利 益 】 【 連 結 経 常 利 益 】

単位：百万円

前年同期比では減収減益になったものの、トレンドラインを堅調に推移前年同期比では減収減益になったものの、トレンドラインを堅調に推移前年同期比では減収減益になったものの、トレンドラインを堅調に推移

２５５

２６０

１６，１０７

06年2月期 2Q

４８３４８３７６０２９６連 結 営 業連 結 営 業 利 益利 益

４５９４５９７５３２６４連 結連 結 経 常 利 益経 常 利 益

１９，７５５１９，７５５２１，７４７１９，７８９連 結連 結 売 上 高売 上 高

0099年年22月期月期 2Q2Q08年2月期 2Q07年2月期 2Q

16,107

19,789

21,747
19,755

255 264

753

459

【 連 結 売 上 高 】

260

296

760

483

07/2
2Q

08/2
2Q

06/2 
2Q

09/2
2Q

単位：百万円

連 結連 結 業 績 推 移業 績 推 移

07/2
2Q

08/2
2Q

06/2 
2Q

09/2
2Q

07/2
2Q

08/2
2Q

06/2 
2Q

09/2
2Q

DS DS ライトのヒットライトのヒット
WiiWii、、PS3PS3の発売との発売と
いう特殊要因いう特殊要因

DS DS ライトのヒットライトのヒット
WiiWii、、PS3PS3の発売との発売と
いう特殊要因いう特殊要因
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２００２００９９年２月期年２月期 中間期中間期 対前年対前年同期同期比比

△△ 338.9 8.9 %%2.32.3%%4594593.53.5%%753753経常利益経常利益

△△ 7979..7 7 %%00.5.5%%91912.2.11%%451451当期純利益当期純利益

22..44%%

2244.1.1%%

2266..55%%

7733..55%%

100.0100.0%%

483483

4,7524,752

5,2355,235

14,51914,519

19,75519,755

20020099年年22月期月期
中間中間期期（（0088/3/3～～88））

営業利益営業利益

販売費一般管理費販売費一般管理費

売上総利益売上総利益

売上原価売上原価

売上高売上高

△△ 3636..44 %%33..55%%760760

11..22%%2121..66%%4,6964,696

△△44..11%%2525..11%%55,,457457

△△ 1100..99%%7744..99%%1616,,290290

△△ 99..22%%100.0100.0%%2121,,747747

前期比前期比20020088年年22月期月期
中間中間期期（（07/307/3～～88））

【連結損益計算書】【連結損益計算書】

前期比前期比20020099年年22月期月期
中間中間期期（（0088/3/3～～88））

20020088年年22月期月期
中間中間期期（（07/307/3～～88））

△△ 44..77%%2277..00%%44,,8618612525..33%%55,,102102売上総利益売上総利益

00.9.9%%

22..88%%

22..99%%

100.0100.0%%

151555

496496

517517

1717,,978978100.0100.0%%

△△ 4242..44%%4.4.33%%862862経常利益経常利益

△△ 558.8.55%%11..99%%374374当期純利益当期純利益

営業利益営業利益

売上高売上高

△△ 3939..55%%4.4.33%%856856

△△ 1111..00%%220,0,192192

前期ゲーム市場活況前期ゲーム市場活況
の反動減の反動減

（百万円）（百万円）

【単体損益計算書】【単体損益計算書】 （百万円）（百万円）

☆☆ 特別損失を計上特別損失を計上
B/Sの健全化および資産効率向上
を 目 的 と し て 特 別 損 失 を 計 上

・古本在庫廃棄 １８２百万円
・有価証券評価損 １９百万円
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（百万円）（百万円）

営業利益率営業利益率金金 額額営業利益率営業利益率金金 額額

△ 9.2 %△△ １２３１２３

△△39.039.0 %%2.72.7 %%７７4.6 %１１１１ＥＣ事業ＥＣ事業

△△ ５４０５４０

△△ ５８５８

１，０７５１，０７５

４８３４８３

20020099年年22月期月期
中間期（中間期（08/308/3～～88））

－

△ 3.7 %

6.06.0 %%

22..44 %%

△△ ４５３４５３

１，３２６１，３２６

７６０７６０

20020088年年22月期月期
中間期（中間期（07/307/3～～88））

－

6.6 %

3.5 %連結営業利益連結営業利益

－消去又は全社消去又は全社

－アイ･カフェ事業アイ･カフェ事業

△△18.918.9 %%古本市場事業古本市場事業

△△3636..44 %%

増減率増減率

事業セグメント別売上高事業セグメント別売上高

事業セグメント別営業利益事業セグメント別営業利益 （百万円）（百万円）

+1+1..7 7 %%1.31.3 %%２６１２６１1.2 %２５７２５７ＥＣ事業ＥＣ事業

構成比構成比金 額構成比構成比金金 額額

6.2 %１，３４８１，３４８

－△△0.20.2 %%△４３△４３△0.2 %△４７△４７消去消去

１，５６７１，５６７

１７，９７０１７，９７０

１１９９，，７５５７５５

20020099年年22月期月期
中間期（中間期（08/308/3～～88））

7.97.9 %%

91.091.0 %%

100.0100.0 %%

２２０，０，１８９１８９

２１２１，，７４７７４７

20020088年年22月期月期
中間期（中間期（07/307/3～～88））

92.8 %

100.0 %連結売上高連結売上高

+1+16.6.2 2 %%アイ･カフェ事業アイ･カフェ事業

△△1111..0 0 %%古本市場事業古本市場事業

△△9.2 9.2 %%

増減率増減率

２００２００９９年２月期年２月期 中間期中間期 セグメントセグメント別業績別業績 対前年同期比対前年同期比
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２００２００９９年２月期年２月期 中間期中間期 予実対比予実対比

【【連結連結】】 （百万円）（百万円）

【【事業セグメント別事業セグメント別】】 （百万円）（百万円）

100.100.77 %%261261260260ＥＣ事業

--△△540540△△560560消去又は全社

97.3 %19,75520,300連結売上高

97.897.8 %%17,97017,9701818,,380380古本市場事業

92.292.2 %%1,5671,5671,7001,700アイ・カフェ事業

--△△4343△△4040消去

7711..88 %%771010ＥＣ事業

--△△5858△△2020アイ・カフェ事業

993.3.55 %%1,0751,0751,1501,150古本市場事業

83.4 %483580連結営業利益

達成率達成率実実 績績計計 画画

9191

459459

483483

19,75519,755

11.1.1 %%

2.72.7 %%

2.92.9 %%

100.0100.0 %% 97.397.3 %%100.0100.0 %%20,30020,300売上高

83.83.4 4 %%22..44 %%580580営業利益

85.85.2 2 %%2.32.3 %%540540経常利益

3399..9 9 %%00.5.5 %%230230当期純利益

達成率達成率実実 績績計計 画画

当初予想より消費環当初予想より消費環
境が冷え込んだ影響境が冷え込んだ影響
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２００２００９９年２月期年２月期 中間期中間期 特別損失の状況特別損失の状況

１９百万円投資有価証券評価損

２百万円固定資産除却損

１８２百万円商品評価損

特 別 損 失

２０５百万円

科 目 2009年2月期
中間期（08/3～8）

○○ 商品評価損商品評価損 １８２百万円計上１８２百万円計上

○○ 投資有価証券評価損投資有価証券評価損 １９百万円計上１９百万円計上

物流センターにある古本在庫の一部の臨時廃棄を決定。これにより、

①財務内容健全化および総資産の圧縮により資産効率の向上。

②物流センターの規模適正化による将来の販売管理費の低減を図る。

平成20年8月22日に株式会社明林堂書店が民事再生法の適用を申請。保有する同社

株式の時価が著しく下落したと判断したため、簿価1円とし計上。
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２００２００９９年２月期年２月期 中間期中間期 セグメント状況セグメント状況

古 本 市 場 事 業古 本 市 場 事 業 ア イ ・ カ フ ェ 事 業ア イ ・ カ フ ェ 事 業 Ｅ Ｃ 事 業Ｅ Ｃ 事 業

古本市場事業は期初計画未達、アイカフェ・ＥＣ事業ともに堅調に推移古本市場事業は期初計画未達、アイカフェ・古本市場事業は期初計画未達、アイカフェ・ＥＣ事業ＥＣ事業ともに堅調に推移ともに堅調に推移

順調に事業が進行し、売上高

増加。営業利益も黒字化定着

古本販売企画をはじめ、各種

販促キャンペーンを実施

人員補充等による費用増加

売上伸張率：+2.0%

前年同期比前年同期比

売売 上上 高：高： △△2,2182,218百万円百万円

営業利益：営業利益： △△ 250250百万円百万円

前年同期比前年同期比

売売 上上 高：高： ++ 218218百万円百万円

営業利益：営業利益： ++ 6565百万円百万円

前年同期比前年同期比

売売 上上 高：高： ++ 44百万円百万円

営業利益：営業利益： △△ 44百万円百万円

売上高・利益ともに前年同期

比減少

出店及びＳ＆Ｂによる店舗網

の拡充及び店舗競争力強化

ふるいち店舗情報サイト新設

既存店増収率：△11.4%

売上高は前期比増収。また、

営業利益も赤字幅大幅縮小

インターピアの新POSシステム

の売上計上

岡山本店のＳ＆Ｂ実施

既存店増収率： △ 5.6%

((前年同期比分析前年同期比分析))

連結売上高：連結売上高： △△1,9921,992百万円百万円 ((△△9.29.2%)%) 連結営業利益：連結営業利益： △△276276百万円百万円 ((△△36.436.4%)%)

「「消去又は全社消去又は全社」：前年同期比」：前年同期比 連結売上高連結売上高 ++３百万円、連結営業利益３百万円、連結営業利益 △８７百万円△８７百万円
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【【古本市場事業古本市場事業】】

○古本市場事業○古本市場事業 直営店（既存店）売上高増減率直営店（既存店）売上高増減率

-6.9%

-16.5%

0.6%

12.0%

17.3%

26.9%

6 .9% -0.5%

14.9%

-15.7%

9.6%

3 .9%

7 .8%

29.4%

-17.3%

41.1%

7 .1%

12.9%

-13.5% -15.5%

-14.9%

17.5%

-2.2%-5.1%

-20%

-10%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

06/9. 06/10.06/11. 06/12. 07/1. 07/2. 07/3. 07/4. 07/5. 07/6. 07/7. 07/8. 07/9. 07/10.07/11. 07/12. 08/1. 08/2. 08/3. 08/4. 08/5. 08/6. 08/7. 08/8.

○古本市場○古本市場 直営店（既存店）客数・客単価増減率直営店（既存店）客数・客単価増減率

新 型 ゲ ー ム 機 活 況 の 反 動 減 に よ り 、 前 年 同 期 比 減 収 減 益新 型 ゲ ー ム 機 活 況 の 反 動 減 に よ り 、 前 年 同 期 比 減 収 減 益新 型 ゲ ー ム 機 活 況 の 反 動 減 に よ り 、 前 年 同 期 比 減 収 減 益

-1.2%

-0 .6%

-4 .0%

-2 .5%
-0 .2%

9 .0%

-2 .1%

5 .5%

-4 .9%
-5 .7%

2 .7%

-11 .7%

-0 .2%
0 .9%

-4 .0% -3 .6%

2 .6%

-0 .3%
-3 .7%

0 .4%

-1 .6%

3 .5%
5 .0% -5 .7%-6 .0%-6 .0%

-5 .4%
-9 .0%

-7 .1%

9 .6%7 .3%

30 .7%

20 .2%
23 .0%

-2 .1%

4 .8%
6 .5%8 .7%

4 .8%
3 .7%

14 .9%14 .2%

21 .8%

8 .4%
12 .4%

14 .4%

21 .8%

9 .4%

-11 .3% -10 .1%
-9 .4%-8 .9%

0 .6%

-7 .3%

-20%

-10%

0%

10%

20%

30%

40%

06/6. 06/8. 06/10. 06/12. 07/2. 07/4. 07/6. 07/8. 07/10. 07/12. 08/2. 08/4. 08/6. 08/8.

客数

客単価

09/209/2期２期２QQ 累計累計

△△ 11.411.4%%
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【【古本市場事業古本市場事業】】 『『物流改善プロジェクト物流改善プロジェクト』』を実施を実施

物流コストの見直し・古本管理オペレーションの改善を目的としたプロジェクトを発足物流コストの見直し・古本管理オペレーションの改善を目的としたプロジェクトを発足物流コストの見直し・古本管理オペレーションの改善を目的としたプロジェクトを発足

回収

補充

改革改革①①

過年度余剰在庫過年度余剰在庫
の廃棄の廃棄

物流

センター

改革改革②②

店舗・倉庫の店舗・倉庫の

オペレーション改善オペレーション改善

物流物流コストの削減コストの削減++ ⇒⇒

店舗 お客様

買取買取

物流在庫数物流在庫数

の適正化の適正化

無駄な物流無駄な物流

コスト削減コスト削減

適正在庫の実現と物流適正在庫の実現と物流
システム全体の見直しにシステム全体の見直しに
より、コスト削減を目指すより、コスト削減を目指す

古本在庫の物流経路古本在庫の物流経路

販売販売

余剰余剰

不足分不足分
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【【古本市場事業古本市場事業】】 『『物流改善プロジェクト物流改善プロジェクト』』 具体策①具体策①

改革①改革① 過年度余剰在庫の廃棄過年度余剰在庫の廃棄

廃棄
09/2月期

中間
特損要因

倉庫コスト・管理コストの低減倉庫コスト・管理コストの低減

古本鮮度の向上古本鮮度の向上

今後の特損発生を防止今後の特損発生を防止

中間期中間期

実施実施

08/208/2
期末期末

09/209/2

中間期中間期

・・・・・・・・

店 舗 か ら
の 回 収

適正在庫水準を維持適正在庫水準を維持

直 営 店 出 店 や直 営 店 出 店 や 店 舗店 舗

補充補充、外部卸に必要な、外部卸に必要な

在 庫 以 外 発 生 さ せ在 庫 以 外 発 生 さ せ

な い 体 制 作 りな い 体 制 作 り

倉庫コスト・

管理コスト低減

古本鮮度

の向上 特損発生

を防止
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【【古本市場事業古本市場事業】】 『『物流改善プロジェクト物流改善プロジェクト』』 具体策②具体策②

改革改革②② 古本管理オペレーションの改善古本管理オペレーションの改善

★店舗廃棄強化による物流への在庫輸入の調整

古本管理オペレーションの改善古本管理オペレーションの改善

★在庫補充量の削減

今後1/3以下に

08/2期

08/2期

今後1/3以下に

過 剰 在 庫 発 生 防 止 の た め
店 舗 オ ペ レ ー シ ョ ン の 強 化

顧

客

古 本 市 場 店 舗

販 売

買 取

物

流

セ

ン

タ

ー

在庫の発注・移動業務の縮小

⇒ 「棚入業務」への集中

⇒ 販売機会ロスの低減

補 充 量

回 収 量

配送コストの低減

配送コストの低減
検品コストの低減

物流（配送・検品）コストの低減、業務の効率化を図る物流（配送・検品）コストの低減、業務の効率化を図る
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【【古本市場事業古本市場事業】】 『『物流改善プロジェクト物流改善プロジェクト』』 まとめまとめ

改改 善善 効効 果果

①① 物流コスト削減による利益率向上物流コスト削減による利益率向上

②② 業務効率の向上業務効率の向上

⇒コスト削減⇒コスト削減を進めると同時に、を進めると同時に、

「棚入」業務への注力「棚入」業務への注力を行い、を行い、販売力強化も実現販売力強化も実現

回収

補充

物流

センター
店舗 お客様

販売力販売力
強化強化

入荷冊数を減少、古本廃棄及び過剰在庫防止により入荷冊数を減少、古本廃棄及び過剰在庫防止により 「棚入」業務への注力により「棚入」業務への注力により

物流コスト削減による営業利益改善効果物流コスト削減による営業利益改善効果

年間３７百万円年間３７百万円

過剰在庫過剰在庫

防止防止

移動量移動量

減少減少

販 売 力 強 化 も 実 現販 売 力 強 化 も 実 現

入荷検品

費用
物流保管

コスト
業務効率の向上運 賃
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【【アイ・カフェ事業アイ・カフェ事業】】、、【【ECEC事業事業】】の概況の概況

インターピア新POS売上計上により前期比増収を達成、赤字幅も縮小インターピア新インターピア新POSPOS売上計上により前期比増収を達成、赤字幅も縮小売上計上により前期比増収を達成、赤字幅も縮小

727

586

455

327

238

176

70

2

0

100

200

300

400

500

600

700

01/8 02/2 03/2 04/2 05/2 06/2 07/2 08/8

ユーブック会員数推移ユーブック会員数推移
千人

順調に事業が進行し、売上高は前年同期比微減ながら営業黒字が定着順調に事業が進行し、売上高は前年同期比微減ながら営業黒字が定着順調に事業が進行し、売上高は前年同期比微減ながら営業黒字が定着

7.2%

-4.7%
-6.5%

-11.5%

-1.9%
-4.7%-5.8%

-2.4%

0.1%1.0%

5.6%

13.9%

9.6%

4.1%
1.7%

-6.4%

3.6%
5.4%

1.4%
4.8%

-1.2%

9.1%
5.9%

11.8%
7.4%

6.5%

-3.0%-4.3%

-0.7%

-3.1%

-20%

-10%

0%

10%

20%

06/3.06/4.06/5.06/6.06/7.06/8.06/9.06/10.06/11.06/12.07/1.07/2.07/3.07/4.07/5.07/6.07/7.07/8.07/9.07/10.07/11.07/12.08/1.08/2.08/3.08/4.08/5.08/6.08/7.08/8.
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２００２００９９年２月期年２月期 中間期中間期 品目別売上高・売上総利益品目別売上高・売上総利益 【連結】【連結】

売上高、構成比

新品内訳 08/2 09/2

新刊書籍 382 367

新品ゲーム 11,263 9,171

新品ＣＤ 561 619

新品ビデオ 590 560

その他 36 31

合計 12,835 10,749

百万円 百万円

【 ０９／２期２Q 構成比 】

アイ･カフェ事業
7.9％

ＥＣ事業
1.1％

ﾘｻｲｸﾙ品

35.8％
新 品

54.4％

古本市場事業
91.0％

ﾘｻｲｸﾙ内訳 08/2 09/2

古　本 2,383 2,339

中古ゲーム 3,928 3,919

中古ＣＤ 345 320

中古ビデオ 535 498

合計 7,192 7,078

セグメント別 08/2 09/2

古本市場事業 5,092 4,850

リサイクル 3,529 3,471

新品 1,462 1,291

その他 101 87

アイ･カフェ事業 217 234

ＥＣ事業 147 150

合　　計 5,457 5,235

【 ０９／２期２Q 構成比 】

アイ･カフェ事業
4.5％ ＥＣ事業

2. 9％

ﾘｻｲｸﾙ品

66.3％

新 品

24.7％

古本市場事業
92.6％

その他

1.6％

売上総利益、構成比
百万円

その他

0.8％
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71 75 78 88 89

26 26
36 30 26 25 24

1

17 15 16

63
86

5 4 5 4
445

9 12 1715 17
5 12

0

50

100

150

200

03/2期末 04/2期末 05/2期末 06/2期末 07/2期末 08/2期末 09/2中間末

アイ・カフェＦＣ店
アイ･カフェ直営店
ブック･スクウェア
古本市場FC店
古本市場 直営店

△１△１

００

２２

００

１１

００

００

△１△１

００

００

００ △１△１２２４４２２５５古本市場ＦＣ店古本市場ＦＣ店

++１１

++１１

００

００

++１１

増減数増減数

１１６６１１５５アイ・カフェＦＣ店アイ・カフェＦＣ店

期末期末退店退店出店出店期末期末

１１

００９９／２期／２期 中間中間

１５０１５０

１１７７

４４

８８９９

００８８／２期／２期

１４１４９９合合 計計

１１７７アイ･カフェ直営店アイ･カフェ直営店

４４ブック･スクウェアブック･スクウェア

８８８８古本市場直営店古本市場直営店

２００２００９９年２月期年２月期 中間期中間期 出店状況出店状況
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２００２００９９年２月期年２月期 中間期中間期 貸借対照表【連結】貸借対照表【連結】

（百万円）（百万円）

【参考】【参考】

設備投資額（連結）設備投資額（連結）

２９１２９１百万円百万円

減価償却費減価償却費((連結）連結）

２７６２７６百万円百万円

増減額

流動資産 5,908 51.9% 6,038 53.0% 130

現金・預金 1,187 10.4% 1,323 11.6% 135

たな卸資産 3,812 33.5% 3,712 32.6% △99

その他 907 8.0% 1,002 8.8% 94

固定資産 5,473 48.1% 5,347 47.0% △125

有形固定資産 2,305 20.2% 2,186 19.2% △118

無形固定資産 358 3.2% 328 2.9% △29

投資その他 2,808 24.7% 2,831 24.9% 22

総資産 11,381 100.0% 11,385 100.0% 4

流動負債 4,722 41.5% 4,550 40.0% △171

買掛金 1,365 12.0% 1,173 10.3% △192

短期借入金 1,533 13.5% 1,993 17.5% 460

その他 1,823 16.0% 1,383 12.1% △439

固定負債 1,889 16.6% 2,074 18.2% 185

長期借入金 1,401 12.3% 1,611 14.2% 209

その他 487 4.3% 463 4.1% △24

純資産 4,769 41.9% 4,760 41.8% △9

株主資本 4,555 40.0% 4,553 40.0% △2

評価換算差額等 3 0.0% 3 0.0% 0

新株予約権 7 0.1% 13 0.1% 6

少数株主持分 202 1.8% 189 1.7% △12

09年2月期
中間期末

08年2月期末
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２００２００９９年２月期年２月期 中間期中間期 連結キャッシュ・フロー計算書連結キャッシュ・フロー計算書

１，１１，１７７７７

△△ ６７６７

△△６２３６２３

４７３４７３

0808年年22月期月期
中間期中間期
20072007/3/3～～88

１，１９０１，１９０現金及び現金同等物現金及び現金同等物

財務キャッシュ・フロー財務キャッシュ・フロー

投資キャッシュ・フロー投資キャッシュ・フロー

営業キャッシュ・フロー営業キャッシュ・フロー

５７３５７３

△２８６△２８６

△１５１△１５１

0099年年22月期月期
中間期中間期
20020088/3/3～～88

○営業キャッシュフロー○営業キャッシュフロー

○投資キャッシュフロー○投資キャッシュフロー

○財務キャッシュフロー○財務キャッシュフロー

（百万円）（百万円）

△５４△５４２６６２６６その他その他

３９３３９３８５３８５３小計小計

△１５１△１５１

△５４４△５４４

△１９２△１９２

９９９９

２７６２７６

２６３２６３

0099/2/2期期22QQ

４７３４７３

△３８０△３８０

△５８９△５８９

２２３２２３

２２３２２３

７２８７２８

008/28/2期期22QQ

法人税支払法人税支払額等額等

営業ＣＦ計営業ＣＦ計

仕入債務仕入債務増減増減額額

たな卸資産たな卸資産増減増減額額

減価償却費減価償却費

税引前当期純利益税引前当期純利益

営業ＣＦの内訳営業ＣＦの内訳

●一時的な資金調達により短期借入金の増加、設備投資確定により長期借入金の増加●一時的な資金調達により短期借入金の増加、設備投資確定により長期借入金の増加

●有形・無形固定資産取得により支出、テイツー‘もったいない’ファンドへの投資による支出●有形・無形固定資産取得により支出、テイツー‘もったいない’ファンドへの投資による支出

●税引前当期利益が大幅に減少し、仕入債務減少や法人税増などにより、営業キャッシュ・●税引前当期利益が大幅に減少し、仕入債務減少や法人税増などにより、営業キャッシュ・

フローは減少フローは減少
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２００９年２月期 業績予想
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２００２００９９年２月期年２月期 通期通期業績業績見直し（連結・単体）見直し（連結・単体）

連結通期業績予想連結通期業績予想 （百万円）（百万円）

498498 円円 1818 銭銭988 円 71 銭1,248 円 60 銭連結ＥＰＳ連結ＥＰＳ

250250

810810

880880

42,50042,500

20020088年年99月月1717日修正日修正期初予想実 績

00..66%%

11..99%%

2.2.11%%

100100%%

△△ 4242..77%%2.7%1,2003.1%1,413経常利益経常利益

△△ 6060..66%%1.1%5001.4%634当期純利益当期純利益

2.9%

100.0%

1,270

44,000

20020099年年22月期月期

営業利益営業利益

売上高売上高

△△ 3939..22%%3.2%1,448

△△ 66..77% % 100.0%45,568

前期比前期比
2008年2月期

単体単体通期業績予想通期業績予想 （百万円）（百万円）

330000

930930

979700

39,40039,400

修正予想修正予想期初計画実 績

00..88%%

22..44%%

22..55%%

100100%%

△△ 4343..00%%2.9%1,1503.9%1,631経常利益経常利益

5959..55%%1.2%4800.5%188当期純利益当期純利益

3.0%

100%

1,200

40,100

20020099年年22月期月期

営業利益営業利益

売上高売上高

△△ 4040..55%%3.9%1,629

△△ 66..99%%100.0%42,338

前期比前期比
2008年2月期
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２００２００９９年２月期年２月期 通期通期業績見通し業績見通し（セグメント別売上）（セグメント別売上）

事業セグメント別売上高事業セグメント別売上高

－－△△9090⇒⇒△80消去又は全社消去又は全社

4.7%530530⇒⇒550ＥＣ事業ＥＣ事業

2.9%2,9002,900⇒⇒3,350アイ･カフェ事業アイ･カフェ事業

△ 7.5%39,16039,160⇒⇒40,180古本市場事業古本市場事業

△ 6.7% 4422,,550000⇒⇒44,000連結売上高連結売上高

20020088年年99月月1177日修正日修正期期 初初 計計 画画

前期比前期比

増加率増加率
20020099年年22月期月期

新規出店の遅れ等の新規出店の遅れ等の
影響影響

△△8877消去又は全社消去又は全社

ＥＣ事業ＥＣ事業

アイ･カフェ事業アイ･カフェ事業

古本市場事業古本市場事業

連結売上高連結売上高

実実 績績

2,2,816816

506506

4242,,332332

4545,,568568

20020088年年22月期月期

インターピアの新ＰＯＳインターピアの新ＰＯＳ
売り込み計画見直し等売り込み計画見直し等
の影響の影響

直 近 の 消 費 環 境 の直 近 の 消 費 環 境 の
ト レ ン ド 反 映ト レ ン ド 反 映

◆◆ 連結売上高連結売上高

◆◆ 古本市場事業古本市場事業

◆◆ アイ・カフェ事業アイ・カフェ事業

【 修 正 要 因 】【 修 正 要 因 】



23

２００２００９９年２月業績見通し年２月業績見通し（セグメント別営業利益）（セグメント別営業利益）

事業セグメント別営業利益事業セグメント別営業利益

-- %%△△1,1101,110⇒⇒△1,110消去又は全社消去又は全社

ＥＣ事業ＥＣ事業

アイ･カフェ事業アイ･カフェ事業

古本市場事業古本市場事業

営業利益営業利益 ⇒⇒

⇒⇒

⇒⇒

⇒⇒

20020088年年99月月1177日修正日修正期期 初初 計計 画画

2020

△△160160

2,1302,130

880880

-- %%△10

黒字継続30

2,360

1,270

20020099年年22月期月期

△20.6%

△39.2% 

前期比前期比

増加率増加率

△△1,0171,017消去又は全社消去又は全社

77ＥＣ事業ＥＣ事業

△△224224アイ･カフェ事業アイ･カフェ事業

2,6822,682古本市場事業古本市場事業

1,4481,448営業利益営業利益

実実 績績

20020088年年22月期月期

売上高減少が主要因売上高減少が主要因

イ ン タ ー ピ ア の 売 上イ ン タ ー ピ ア の 売 上
減 少 の 影 響 等減 少 の 影 響 等

◆◆ 連結連結営業利益営業利益

【 修 正 要 因 】【 修 正 要 因 】

◆◆ アイ・カフェ事業アイ・カフェ事業

売 上 減 少 に 加 わ り 、売 上 減 少 に 加 わ り 、
システム戦略見直しにシステム戦略見直しに
よ る 先 行 投 資 発 生よ る 先 行 投 資 発 生

◆◆ 古本市場事業古本市場事業
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参考資料
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会社概要会社概要

株式会社テイツー （英訳名 ＴＡＹ ＴＷＯ ＣＯ.,ＬＴＤ.）

１９９０年４月１６日

１９９９年９月１４日：ＪＡＳＤＡＱ

岡山県岡山市今村６５０－１１１

東京都港区芝公園２－４－１ダヴィンチ芝パークA館８F

代表取締役社長 大橋 康宏

１.古本、ＴＶゲームソフト・ハード、ＣＤ、ＤＶＤ等の新品及びリサイクル品の

の販売・買取及ビデオレンタル業務

２.インターネット・コミック・カフェ「アイ･カフェ」の運営

３.インターネットサイトの運営

社 名

設 立 日

上 場 日

本 社

東 京 本 部

代 表 者

事 業 内 容

グ ル ー プ 会 社

従 業 員 数

資 本 金

発行済株式数

株 主 数

株式会社ユーブック、株式会社アイ･カフェ、インターピア株式会社

正社員４４９人､パート･アルバイト１,６２８人､計２，０７７人（2008年8月現在）

１，１６５百万円（2008年8月末現在）

５５１，４００株：単元株制度なし（2008年8月末現在）

６，０１８名（2008年8月末現在）
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Mission Mission 

■■経営理念経営理念

「満足を創る」「満足を創る」

■■スローガンスローガン

CustomerCustomer ValueValue CreationCreation ～顧客価値の創造～～顧客価値の創造～

■■行動指針行動指針

テイツーの七感テイツーの七感

変化を観る「目」をもつ変化を観る「目」をもつ

お客様の声を聴く「耳」をもつお客様の声を聴く「耳」をもつ

親しみと感謝の気持ちを表す「口」をもつ親しみと感謝の気持ちを表す「口」をもつ

自らを律し、常に向上しようとする「心」をもつ自らを律し、常に向上しようとする「心」をもつ

常に新しい価値と独創性を創り出す「頭」をもつ常に新しい価値と独創性を創り出す「頭」をもつ

お客様が次に何を望むのか、時代がどう変わるのかを感じる「勘」をもつお客様が次に何を望むのか、時代がどう変わるのかを感じる「勘」をもつ

お客様に親身にそしてけなげに接するひたむきな「姿勢」をもつお客様に親身にそしてけなげに接するひたむきな「姿勢」をもつ
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テイツー・グループ・スローガン

Customer  Value  Creation

～顧客価値の創造～

IRIR窓口窓口 ：： 経営企画部経営企画部 片山片山 靖浩・徐（ソウ）チョンホン靖浩・徐（ソウ）チョンホン
TEL03TEL03--54085408--55325532 ＦＦAX03AX03--54085408--55015501
EE--mailmail：： ir@tay2.co.jpir@tay2.co.jp

本資料は、2009年2月期中間期の業績および今後の経営ビジョンに関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発
行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。また、本資料は2008年10月21日現在のﾃﾞｰﾀに

基づいて作成されております。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、その情報の正
確性、完全性を保証し、または約束するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあります。


